
株式会社 ときわ

株式会社ときわは、持続可能性の高い社会の構築に向けて消費者全体の視点に立ち、健

全な市場の担い手として自らの社会的責任を自覚し、消費者志向の経営をさらに推進すべ

く「消費者志向自主宣言」を以下のとおり策定しました。

「消費者志向自主宣言」の内容を確実に実践し、これからも幸せと感動を永続的に提供

することで、心温まる地域社会づくりに貢献いたします。

理念

「私たちは、私たち自身とお客様に しあわせと感動を、永続的に提供し 心温まる、

地域社会づくりに貢献する」をスローガンに、美しい空間、洗練されたサービス、本物を

追求した料理、モードなアイテム、いつまでも心に残る演出で 「感動の提供」と「上質、

な非日常の提案」を行ってまいります。

1.経営トップのコミットメント

・企業とは、ただ自分たちだけの成長をめざすのではなく、社会的に価値を認められるも

のでなくてはならないと考えています。どんな状況に直面しても、"幸せをお届けする

会社"として常に前向きに、お客様に恥じるところのない企業でありたい。常に学び、

常に感じ、常に先を読み、ひたすら未来を見つめること、変化する時代へアグレッシブ

に対応しながらも、あくまで"幸せ"という本質にこだわることで、お客様や地域に必要

とされる新たな感動を創造していきたいと考えています。

2.コーポレートガバナンスの確保

・地域社会に必要とされる企業として存続するために、また社員が誇りに思える企業であ

るために、適正な利潤を追求し財務の健全性を図り、透明性が高く、迅速かつ適切に意

思決定を行う機能的な経営に努めます。そのために、年二回の社員総会では、役員が経

営状況を説明し、中長期のビジョンを共有いたします。

・日報や報告書は役員だけでなく全従業員が閲覧可能で、お客様からのご指摘・ご意見・

ご要望や従業員からの新たな提案・改革案などを共有し、迅速な改善または新しいサー

ビスや商品の提案などを行っています。

3.従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）

・お客様に喜んでいただくために、どのように行動すれば良いか。そのためにはお客様の

心に寄り添い、想いを共有し、理解することが不可欠であると考えています。商品知識

や提案力はもちろんですが、想いを共有するための人間力を醸成するためにワーク・ラ

イフ・シナジー（プライベートの充実が、仕事にもより良い効果がある）を重視してい

ます。従業員自身の人生価値を実感できてこそ、幸せのサービスをお届けし、また幸せ

の文化をお伝えできると信じています。

・お客様からの嬉しいお言葉も全社で共有しています。お客様に喜んでいただけることは

私たちにとって何より嬉しく、より頑張ろうという原動力になります。自分が幸せだか

らこそ、お客様にも幸せになっていただきたい。また、お客様から嬉しいお言葉をいた

だけることで、より頑張ろうという気持ちになる良い循環が生まれています。
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4.事業関連部門と品消法関連部門の有機的な連携

・定期的に全社を横断したミーティングを行い、各現場での課題やお客様からのご要望な

どを元に意見交換や提案を行い、日常的に相談のできる風通しの良い組織を目指してい

ます。

「 」 、 「 」 、・何よりも 安全 であること そして 安心 してご利用いただけることを第一に考え

、 。食品を扱う店舗での衛生管理は徹底して行い 従業員の健康管理にも目を配っています

5.消費者への情報提供の充実・双方向の情報交換

・各店舗のホームページを充実させ、商品やサービスを掲載しています。また、ブログや

ＳＮＳなどを利用し、最新情報の発信やご利用いただいたお客様の写真などを掲載して

います。

・お客様に的確かつ迅速なご提案ができるよう、グループ各店舗で情報を共有できるシス

テムを整備しています。

・定期的にご利用いただいたお客様を各店舗へ招待し、担当者との意見交換が行える場を

設けています。

6.消費者・社会の要望を踏まえた商品・サービスの改善・開発

・結婚式・レストラン・衣裳レンタルには、小さなお子様からご高齢の方、また外国人な

ど多様な方々がお越しになります。全ての方にご満足いただけるよう施設の改善や点検

を行うとともに、従業員の接客スキルの向上に努めています。

・働く女性の一助となれるよう、地域住民の方にもご利用いただける日曜・祝日も開園し

ている自社保育施設（内閣府「企業主導型保育事業」認定）を設置いたしました。

・徳島文理大学や四国大学からの要請により、ブライダル・ファッション・サービスマー

ケティングの外部講師を担っています。ブライダルの知識だけでなく、就職活動や社会

で役立つ接客スキルやマナーなども合わせた授業を行っています。

・地域活性化を支援するために、脇町のうだつの町並みにて「花嫁行列」の開催、駅前商

店街に協力し「とくしまHappyFesta」の開催、那賀町活性化のプロモーション動画作成

におけるブライダル衣裳の提供などを行っています。
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協業組合 徳島印刷センター

理念

・お客様のお手伝いをさせて頂くことを第一義と考え、素早く高品質な製品を適正な価格

で提供できることを誇りとします。

・安心しておまかせ頂ける。そんな信頼関係を築きこころとこころのコミュニケーション

をいつまでも大切にします。

・顧客満足度と従業員満足度の向上を考え、地域に密着した印刷会社として、社会に貢献

していきたいと考えています。

取組方針

私たちは、消費者志向自主宣言として、品質・環境・個人情報保護の3つの安心をお届

けします。

1.品質方針

私たちは、情報関連事業の先進的企業として、顧客の高い満足と信頼に添う製品とサー

ビスを提供することにより社会に貢献します。

【行動指針】

・基本理念の実現のため、品質マネジメントサービスを構築し、継続的に改善し、顧客満

足の向上をめざします。

・品質目標を設定し、その達成に努め、適時見直しをおこないます。

・顧客の要求品質ならびに適用される法規制を満足する製品を提供します。

・品質方針遵守のため、本方針の全構成員への徹底と教育・啓蒙に努めます。

2.環境方針

私たちは、情報関連産業の先進的企業群として、事業活動のすべてにわたり、環境に配

慮した対応を進め、地球環境保全に貢献します。尚、自主的・積極的に、環境への取組を

推進します。

【行動指針】

(1)私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。

・二酸化炭素排出量の削減（総エネルギー使用量の削減）

・廃棄物の削減及びリサイクルの推進

・水使用量の削減

・省エネルギー・省資源に努めます

・化学物質の使用量削減

・グリーン基準適合品の購入に努める

・環境負荷の低減に配慮した製品作り

・地域社会の環境保全への貢献

・環境目的及び目標を設定し、年度ごとの見直しを通じ継続的に改善します

(2)私たちは、環境に関連して適用される法令、及び、その他の同意する要求事項を遵守

します。

(3)この環境方針を全ての従業員に周知します。
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3.個人情報保護方針

印刷・情報関連サービスを通じ、社会に貢献し、お客様からの信頼と満足を向上し、当

社への期待に応えられるよう企業活動を進めて参ります。

個人情報は、厳正に管理されるべきお客様の大切な財産であり、当社にとっても厳重に

保護すべき重要資産であることを認識し、個人情報のリスクに対する合理的な管理方法を

構築し、維持・向上させるために、以下に示す個人情報保護方針を定め、この方針を実施

するための個人情報保護マネジメントシステムを構築し、確実に運用いたします。

【基本方針】

・当社は、全ての個人情報を適切に保護することを社会的責務と考え、次の通り個人情報

の取り組みを推進いたします。

、 、 （ 、 、・当社は 社員に対する教育・啓発活動を実施し 個人情報を取り扱う部門 総務 営業

prepress、press/postpress）ごとに管理責任者を置き、全社を挙げて個人情報の適切

な管理に努めます。

・当社は、必要かつ適切なセキュリティ対策を講じることにより、当社の取り扱う個人デ

、 。 、ータの漏えい 滅失またはき損の防止その他の個人データの安全管理に努めます また

万が一事故等が発生した場合には、速やかに必要な措置を行い、予防是正いたします。

・当社は、あらかじめ本人の同意のある場合、または法令で許容されている場合を除き、

通知もしくは公表した利用目的、または取得の状況から明らかな利用目的のためのみに

個人情報を利用し、目的外の使用はいたしません。

・当社は、あらかじめ本人の同意のある場合、または法令で許容されている場合を除き、

当社の業務の委託先および当社の関連業務の承継先以外の第三者には個人データを提供

いたしません。

、 、 、・当社は 当社の取り扱う個人データを第三者に提供する場合は 特段の事情のない限り

契約による義務付けの方法により、その第三者からの漏洩・再提供の防止などを図りま

す。

・当社は、本人が当人の個人データの確認、訂正などを希望される場合は、合理的な範囲

で対応いたします。また、苦情及びご相談に関しましても適切に対応いたします。

・当社は、個人情報の保護に関係する日本の法令その他の規範を遵守するとともに、本ポ

リシーを含むコンプライアンス・プログラムの内容を継続的に見直し、その改善に努め

ます。

・当社は、お客様から預託を受けた個人情報に関して、必要かつ適切なセキュリティ対策

を講じることにより、預託された個人データの漏えい、滅失またはき損の防止その他の

預託された個人データの安全管理に努めます。また、これらの事態が発生するリスクを

察知した際には、迅速な予防是正処置を講じる体制を構築・維持します。
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株式会社 徳島銀行

理念
・奉仕する銀行

当行は銀行の社会的使命を重視して地域と共に歩んでまいりました。この理念は現在
も「お客さま第一」という精神となって受けつがれており、地域とのつながりをしっか
り育みながらお客さまや郷土の発展に全力をつくしてまいります。

・創造する銀行
当行は時代の変化とお客さまの要望にあった商品、サービスの創造はもちろん、より

効果的で信頼される事務処理に至るまで現状に満足することなく常に前進を図る未来志
向の銀行でありたいと考えております。

・錬成する銀行
当行は役職員全員が絶えず自己研鑽に励み、業務知識はもちろん、一般教養を深める

とともに人格を高めることにより、時代の潮流をとらえ、どのような変化にも的確に対
応できる人材の育成に取り組んでまいります。

取組方針
1.経営トップのコミットメント
当行は１９１８年（大正７年）３月の創業以来「地域のみなさまとともに」を基本方針

とし、地域とともに歩んでまいりました。おかげさまで、２０１８年（平成３０年）３月
には創業１００周年を迎えることとなります。今後におきましても基本方針を堅持し、地
域金融機関としてお客さまにより高い満足感と安心感を持っていただき、地域やお客さま
とともに成長し続ける銀行づくりに取り組んでまいります。

2.コーポレートガバナンスの確保
・お客さまからの「ご意見 「ご要望」は、商品、サービス、業務運営の向上を図るため」
の最重要情報と位置づけ、経営幹部で構成される『顧客保護等管理委員会』へ適宜適切
に報告することで、経営層ならびに他部門との共有に努めてまいります。

3.従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）
・研修等を通じて、行員に対しお客さま本位の業務運営を徹底するとともに、商品知識の
習得やコンサルティング能力の向上に努め、プロフェッショナル人材の育成を図ってま
いります。

・お客さまのニーズや利益に真に適う取組みを評価する適正な業績評価体系の構築に努め
てまいります。

・ご高齢のお客さまや障がいをお持ちのお客さま等、お客さまの個別事情に配慮し、分か
りやすく丁寧な対応を行うとともに、対応設備の拡充にも努めてまいります。

4.部門間の有機的連携
・お客さまからの「ご意見 「ご要望」は 『お客さまの声』として真摯に受け止め、お」 、
客さまの目線に立って、迅速、誠実かつ公正な対応を行います。

・お客さまからの「ご意見 「ご要望」は、経営層ならびに本部各部で共有のうえ、十分」
な調査分析を行います。これらの分析結果に基づき、行内の関係部と連携して経営課題

、 、 、 。の選定 対応を行い お客さまにご満足いただける商品 サービスの提供を目指します

5.お客さまへの情報提供の充実・双方向の情報交換
・お客さまがアクセスしやすい環境（フリーダイヤル、ホームページ、お客さまご意見カ
ード等）を整備し、お客さまからの商品、サービスに関する評価やご意見を積極的に伺
います。

・お客さまに対し、新商品、サービス、セミナーや商談会の開催などについて、各種媒体
を通じた情報提供に努めてまいります。

6.お客さま・社会の要望を踏まえた改善・開発
・お客さまのライフスタイルに応じた商品、サービスの提供を継続するとともに、さらな
る向上、改善に努めてまいります。

・お客さまからの「ご意見 「ご要望」の分析を通じて、真の原因を究明し、業務改善な」
らびに苦情の再発防止につなげてまいります。

・お客さまの個人情報の適切な保護および管理の強化に取り組んでまいります。
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生活協同組合 とくしま生協

理念

わたしたちは

・家族の笑顔とありがとうの輪を広げます。

・関わりあうことで成長しあい、幸せの実感を広げます。

・徳島のすみずみまで、健康でいきいきとしたくらしを広げます。

取り組み方針

・消費者一人ひとりの家族の幸せと、かけがいのないくらしの実現をめざします。

・ご意見、ご要望、苦情などを素直に聴き、そこから、商品の品揃え、しくみなどに反

映していきます。

・買うことを通じてありがとうを広げることで、地域のみなさまが幸せになることをめ

ざします。

・地域の食生活、食文化、地域文化を豊かに育むことに努めていきます。

商品事業で大切にすること

・値頃、美味しさ、健康、安全・安心、使いやすさ、地元を大切にします。

、 、 。・安心安全な商品の基本的な考え方は正直とし 法令順守 適切な情報提供に努めます

・産直商品の拡充を図り、生産者や地元製造加工メーカーとの連携を強めます。

・環境にやさしい商品の取り扱いや情報提供、学習活動を広げていきます。

職員行動基準

・気持や想いを受け止め、その願いに応えることを大切にします。

・誠実、正直な態度で丁寧な対応を実践します。

・清潔な身だしなみ、明るい笑顔、気持ちのいい挨拶、コミュニケーションを大切にし

ます。

・個人情報は適切に管理し、適正に使用します。

声を活かすしくみ

・よく聴き理解し受け止めることなどを基本とし、誠実な対応を行います。

・寄せられた声を共有し、より良い商品、サービスの提供に活かしていきます。

・多様な媒体や機会を積極的に活用しながら、情報提供を行います。

社会とのつながりを大切にした取り組み

・高齢者等の見守り活動、支え合い地域づくり（地域包括ケアシステム 、南海トラフ等）

災害への対策について、連携力を高めていくことをめざします。

・森づくり事業、エシカル消費について、学習や活動の機会を広げていきます。

・消費者行政新未来創造オフィスとの協力や連携を高めて行きます。

・社会とのつながりを大切にした活動を通じて、消費者志向をより高められるように努

めていきます。
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株式会社 広沢自動車学校

理念

『広沢母校 ～日本一の心温かい自動車学校を目指して～ 』

母校は、懐かしく、たくさんの思い出がつまっている「心のふるさと 。母校のことを」

思うと心が温かくなり、先生や友人の顔が浮かんできます。母校での学びは人生の糧、母

校で出会った仲間は一生の友です。

、 、 、 、私たちは 広沢母校として ワクワクするような楽しさや 心温かいふれあいを通して

ご卒業後も、いつでも帰ってきていただけるように、人生の豊かさを実感してもらえるよ

う、新しい情報の発信に心がけ、お役に立つ事業を展開していきます。

、 、 、 、その為に 役員 社員が一丸となって 大人の入り口に立つお客様のお手本になるよう

仕事に使命感を持ち、自らを高めて人の役に立てるよう、自己研鑽に励みます。

取組方針

1.経営トップのコミットメント

・お客様や社員、かかわる全ての人一人ひとりと真剣に向き合い、自らが誠心誠意かかわ

っていくことにより、お客様・社員・かかわる人々との信頼関係を築きます。

・朝礼、全体会議などで全社員とのコミュニケーションをはかり、よりよい教習の質の提

供・サービスの向上に努めます。

2.コーポレートガバナンスの確保

・お客様からの声（修了検定後及び卒業検定後のスマホでのアンケート、卒業時のお客様

の声、直接メール）を収集し、全社員で共有し、よりよい接遇に活かします。

3.従業員の積極的活動

・定期的に全体会議、勉強会、社内ミーティングを実施し、社員自らの視野を広げ、お客

様視点で考えた行動を実践していきます。

・社内の対話を重視し、お客様目線に立ったイベントを企画し、実践します。

4.消費者への情報提供の充実・双方向の情報交換

・お客様との直接の対話や、SNS、ダイレクトメールにより、不安なこと、困っているこ

とをヒアリングし、朝礼や社内会議、社内ネットワーク等によって全社員で共有し、改

善に努めます。

・お客様の不安を解消するようなリーフレットを作成し、またホームページで公開し、お

客様に安心して通っていただけるように情報を提供します。

5.消費者・社会の要望を踏まえた改善

・地域の警察や公共団体と連携し、交通安全活動を推進します。
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冨士ファニチア 株式会社

理念

絶えずお客様の要求する製品を探求し、より良いものをより安く、より多く供給し企

業を繁栄させ、関連する人々の生活、お客様満足度の向上に貢献する

取組方針

1.経営トップのコミットメント

以下のようなトップメッセージをホームページにて、発信しています。

・お客様に満足してもらえる魅力ある高品質な製品・サービスを提供します。

・安全で適正な品質の商品提供と、その維持・向上に努めます。

・社内外のルールに従って正確な品質情報を提供します。

・お客様の「声」を謙虚に受け止め、製品・サービスの品質向上に反映させます。

2.コーポレートガバナンスの確保

、 、・本社で受付したお客様相談内容や 営業所で収集した自社関連の消費者相談を集約し

社長幹部が是正処置を検討して、全社員に徹底していきます。

3.従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）

・部門ごとの事例発表会を開催し、お客様視点での活動事例を全員で共有することで、

従業員の連携の輪を広げ、更なるお客様視点での活動に取り組んでいきます。

また、お客様視点での活動の成果を、売上や生産性と同じように、従業員の成績とし

て評価していきます。

4.消費者の声をいかす仕組みづくり

・お客様が価値を認めていただける商品・サービスを提供していくため、お客様からい

ただいた御意見や御要望などを全従業員で共有・活用できる仕組みを構築し、商品・

サービスの開発や改良、マーケティング活動に積極的に反映していきます。

5.消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発

・お客様に寄り添った商品・サービスの開発を行い、お客様に豊かな暮らしを提供しま

す。

・お客様の御意見、御要望を商品・サービスの開発・改善にいかした改善事例を掲載し

ます。
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株式会社 マルハ物産

理念

・お客様のニーズに応える商品の提供を通じ、日本の食文化を支えます。

・従業員が生きがいを感じ、笑顔で過ごせる企業を目指します。

・地域に根差した活動を通じ、地域社会の発展に貢献します。

取組方針

1.経営トップのコミットメント

・お客様に満足頂ける安心・安全な商品を提供出来るよう、従業員と共に取り組んでいき

ます。

2.お客様の要望に応える活動

・お客様目線に立った「サービス 「品質 「ルール」を企業活動の基本とします。」 」

・お客様のニーズを捉えた商品・サービスの開発を行います。

3.従業員の積極的活動

・常に「ありがとう」の気持ちを持ち、互いに協力します。

・仕事に妥協せず、常に向上心を持ちながら成長を目指します。

4.消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発

・意図的な異物や不審物の混入を防ぐための取り組みの一貫として、工場に防犯カメラを

導入し、重要な工程・場所の撮影・記録を実施します。

・当社が行う事業活動によって生じる環境に与える影響を的確に把握し、環境保全と汚染

予防に取り組みます。

5.社会貢献活動

・蓮根や農産品の規格外品を有効活用し、廃棄物の削減を目指します。

・障害者を積極的に採用し、地域雇用の受け皿となるよう取り組んでいきます。

・６次産業化事業を推進し、地域経済の発展に取り組みます。
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株式会社 丸本

企業理念
味の満足、健康の満足を創造し、人々のよりすばらしい食生活の未来を築きます。

愛される商品づくり（おいしくて、健康に良い食品づくり）によって企業を成長させて

いくことが、丸本グループの「らしさ」であり、また､戦略ドメイン(事業領域＝社会での

役割)は､｢食生活全般｣にわたると考えています。

1.経営理念

約束1.事業

より愛され、夢のある商品づくり、私たち自身が誇れる商品づくりのために、常に創

意工夫につとめ、積極果敢に挑戦しつづけます。

約束2.地域貢献

人々が集い､やすらぎ､豊かで安心して暮らせる､活気あるふるさとづくりに尽くしま

す。

約束3.社会、社内コミュニケーション

人と人とのつながりを大切におもい、一生安心して、やり甲斐をもってつきあえる企

業づくりを目指します。

2.行動指針

(1)より愛され、夢と誇りがもてる商品づくりを目指します。

商品やサービスは、お客様の信頼、安心、満足を得ることを絶対条件とし、共感を得

られるものであること。そのために、品質と品格を重視し、常に自らの意識・技術・

行動の質の向上を追求しつづける。

(2)常に新しいことに積極的にチャレンジしつづけます。

全社員が企業家精神を持ち、新しいことに勇気を持って挑戦しつづける。

、 、 。何もしないことよりもチャレンジしてみて 失敗し 改善していくことを良しとする

(3)常に消費者志向の変化を捉えた､商品に生かす感性を大切にします｡

愛される商品づくりのために、常に消費者志向の変化を生きた情報として捉え、洞察

し、感性を高め商品づくりに生かしていく。一方で、グローバルな視野に立ち、世界

情勢が丸本の企業環境に大きな影響を持っていることを自覚する。お客様の声に耳を

傾けた商品・サービスの開発を行い、お客様に豊かな暮らしを提供する。

(4)社員一人ひとりの成長が会社の成長の源と考えます。

社員一人ひとりの充実、幸せ、成長があってこそ、企業成長が成立することと考え、

常に自分をみがき、向上心をたくましく持ちつづける。そのため、社内コミュニケー

ションを重視し、活気とやりがいのある社風を目指していく。

(5)社会や地域の一員として共に生き､共に成長することを目指します｡

企業が社会に公器であることを自覚し、良い事業を行うことで、広く社会に貢献して

、 、 。いくと共に より具体的に地元との関わりを大事に考え 地域の発展に貢献していく

3.地域貢献活動

(1)防災活動

・災害救助犬プロジェクト

徳島県と徳島県動物愛護推進協議会で災害救助犬の育生に関する包括連携協定を締結

し、大規模災害への備えの為の救助犬育生と動物愛護も兼ね備えたプロジェクトに協

賛しました。

・一時避難所での防災訓練

地域のお役に立てないだろうか？と考え、丸本グループを震災時の避難所とする事を

海陽町に申し出、海陽町の一時避難所の指定を受けております。
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(2)地域行事への参加

・究極の清流 海部川風流マラソン

全国ランニング大会１００選にも選ばれている、地元の人気マラソン大会です。丸本

グループは、コース付近に位置しコース沿道にて、私設給水ポイントを設けおもてな

しの心でランナーを応援しています。

・春・秋の全国交通安全運動

子供達による交通安全呼びかけに３色餅(赤・黄・青）の協賛 丸本グループ施設内に

おいて、交通指導を実施し交通安全の啓発活動を行ってます。

(3)エコ・清掃活動

・とくしま協働の森事業

丸本グループでは徳島県の推進する森林整備による地球温暖化対策推進パートナーシ

ップを２０１０年より毎年締結し、年間のCO２削減量は１００ｔとなっています。

・徳島県OURリバーアドプト

丸本グループ近くを流れる清流海部川について、年３回の清掃ボランティアを行って

います。

(4)地域活動への協賛

・グランドゴルフ 丸本杯争奪戦 ・ほのぼの会グランドゴルフ大会

地元グランドゴルフの皆様が、丸本グループの芝グランドにて熱戦を繰り広げていま

す。皆様、和気あいあいと楽しんでおられます。

品質方針
私たちは、商品のさらなる「安全性」と「信頼性」を高めていくことが最大の使命と認

識しております。

1.お客様第一主義（顧客重視型）

2.法令、規程の遵守（コンプライアンスの実践）

3.品質活動の基本の５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）を徹底する。

4.品質向上・発展のために、各自が品質の基本的な考え方や方法を習得し、全社員参加

の品質管理を進める。

環境方針
人に、自然に、地域に、すべてに喜んでもらいたい。

1.地域社会の環境活動と協働

2.省資源、省エネルギー、廃棄物の削減・再資源化の推進

3.環境への影響に配慮した商品開発と、容器包装の適正化の推進

4.法令、規程の遵守と環境管理体制の整備と充実の推進
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宮崎商事 株式会社

（シティガス ミヤザキ）

理念

徳島県地域のエネルギー会社として社会的責任を自覚しガス事業の保安高度化を推進し

業務活動に取り組みます。LPガス供給を通じて一般消費者には豊かで快適な生活環境を創

出し、各法人にはガス体エネルギーが安全で環境に優しい低炭素エネルギーである事を十

分に周知し、各分野でLPガスの積極的な消費を促進しつつ地域の活性化ひいては社会貢献

に資する事業活動に邁進いたします。

取組方針

1.経営トップのコミットメント

当社ホームページに上記理念を掲載し、当社のお客様や関係者、ホームページ閲覧者に

向けて消費者志向への取組み方針を広報し、方針の浸透を図ります。

2.コーポレートガバナンスの確保

社内責任者会議などで消費に関する情報の共有化を行ったうえで改善策を協議し、業務

改善を行い全事業所一丸となってお客様の満足度向上に努めます。

3.従業員の積極的活動

各事業所の顧客担当者がお客様や取引先の要望を効率よく収集できる環境を構築し、当

社理念である「お客様に喜んでいただく事」に基づき全従業員がお客様の満足度向上に向

けた積極的な行動を行います。

4.消費者への情報提供の充実

ガスの消費やガス機器の使用に関する正しい使用説明を様々な媒体を通じて情報提供を

行い、実施内容はフォローアップ活動として定期的に公表します。

5.消費者・社会の要望を踏まえた活動

当社ホームページ内に｢問合せフォーム｣を設け、お客様や取引先からの意見を社内で集

約・反映し、当社サービスを向上させ各要望に応える活動を行います。
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株式会社 山のせ

経営理念

いのちを育む経営

・おいしさと、幸せをつくる会社にします

・お客様と、働く仲間の笑顔が集う会社にします

・地域を愛し、地域に愛される会社をつくります

取組方針

1.経営トップのコミットメント

お客様の立場でお客様の求める価値を創造

・経営トップが主導となり、顧客インサイトを行い商品開発に活かします。またお客様を

洞察し 「気づき」を深める活動を継続的に行います。、

2.コーポレートガバナンスの確保

お客様に接する部門を中立的な部署が評価

・サポートオフィスが、お客様と実際に接する店舗を評価することにより、消費者志向と

してのガバナンス機能を果たします。

3.従業員の積極的活動

消費者志向への参画意識向上

・従業員への研修、トレーニング、コンテストを通じて、お客様の立場で考える組織風土

を醸成します。

4.消費者対応部門等と他の部門との有機的な連携

サポートオフィスが中心となりお客様のご意見の活用

・お客様のご意見、定例的に集計するアンケートをデータベース化し、従業員で共するこ

とで、より良い商品・サービスの提供に活用します。

5.消費者への情報提供の充実・双方向の情報交換

サービス、SNS、HPでの積極的な受発信

・お客様からのご意見・ご要望から、改善・開発した商品およびサービスは、サービス中

でのご説明や、SNS・HPでの発信によりお伝えします。

6.消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発

お客様へ食育情報や季節の食事を提供し、食文化の継承

・地域で作られる食材を使用し、季節の料理を提供する事により、伝統的に伝えられてき

た食文化の継承を行います。また、定例的な食育活動を店舗で行います。
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